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［お知らせ］

看護ひとくち
メ
モ

熱中症にご注意！

熱中症の予防

熱中症の応急処置

・体調を整える :

・服装に注意 :

・こまめに水分補給：

・しっかり食事：

看科大［12号］クイズ・プレゼント

本学は、創立○○周年を
迎えました。

1．クイズの答え
2．郵便番号
3．住所
4．氏名（年齢）
5．記事のご感想や
　 本学へのご意見

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◯の中に正しい数字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど1～5
までを記載してメール（somu@oita-nhs.ac.jp）
でご応募ください。正解者の中から抽選で3名
様に図書カード（2,000円分）をプレゼントします。

問 題

四つ葉会からのお知らせ
1. 四つ葉会臨時総会の開催について（9月15日）
9月15日（土）に開催される大学創立20周年記

念式典の後、12 時 45 分から四つ葉会の臨時総
会を開催します。臨時総会には当日参加も可能
ですので、会員のみなさまのご参加をお待ちし
ております。当日のタイムスケジュールなどの
詳細は本誌の3ページをご覧ください。また、大
学創立 20周年記念式典に関する封書が届いて
いない方、住所変更のある方は四つ葉会事務局
（yotsuba@gm.oita-nhs.ac.jp）までご連絡くだ
さい。

2. 住所変更がある場合は必ずお届けください
住所変更のご連絡の際 、①お名前（旧姓も）、
②新住所、③卒業年度（もしくは何期生か）、④
職場をお伝えいただけると幸いです。会員数が
1,400名近くなり、同姓同名の方も増えていま
す。以上 4つは、四つ葉会や大学からのお知らせ
が、会員ご本人様のもとへ間違いなく届くため
に必要な情報ですので、ご協力をお願いいたし
ます。

梅雨が明けると、直射日光の強い晴れた日が続き、炎天下
での作業や高温の室内にいることで、熱中症が発生しやすく
なります。また、熱中症のピークは7～8月といわれています。
気温や湿度の高い日には過度の我慢をせず、適度な扇風

機・エアコン使用等により暑さを避け、熱中症を予防しま
しょう。

睡眠不足や風邪気味など、体調の悪いときは炎天下の外出
や運動は控えましょう。

通気性・吸湿性の良い涼しい服装をして、外出時には日傘
や帽子で直射日光を避けましょう。

「のどが渇いた」と感じた時には、すでにかなりの水分不足
になっていることが多いので、のどが渇いたと感じる前に
水分補給をしましょう。
特に運動をするときには時間を決めて定期的に飲み物を
飲むことが大切です。

暑くてもしっかり食事をとり、水分やビタミン、ミネラル
を補給しましょう。
・年齢も考慮に入れて：
発育途中の子どもや、体力が衰え始めた高齢者は熱中症にな
りやすいので年齢を意識して、特に予防を心がけましょう。
・暑さ指数（WBGT）を参考に：
暑さ指数（ＷＢＧＴ）とは熱中症を予防することを目的と
して提案された指標です。外出する際などは事前に確認
し、参考にしましょう。※環境省HPで確認できます。

日陰やクーラーが効いた涼しい環境へ移動し、水分・塩
分を取りましょう。
服をゆるめて風通しをよくしたり、水をかけたり、あお
いだりして体を冷やしましょう。脇の下、両側の首筋、足の
付け根を冷やすと効果的です。
意識がない場合、自力で水が飲めない場合、応急処置を
行っても症状がよくならない場合は、すぐに病院で手当て
を受けるようにしてください。

　熱中症には特徴的な症状がなく、「暑い環境下での体調
不良」はすべて熱中症の可能性があります！

Schedule［スケジュール］

月

月

月

月

月

25日㈯ 大学院入学試験
29日㈬・31日㈮　　  大学院研究計画報告会

5日㈭ 夏期休業修了
6日㈭～11月30日㈮ 成人看護学実習Ⅰ、Ⅱ

小児、母性、精神看護学実習
15日㈯　　　　　　  創立20周年記念式典

看護国際フォーラム（創立20周年記念講演会）
ホームカミングデイ

1日㈪ 後期授業開始

10日㈰ 大学入試センター試行調査（プレテスト）
23日㈮ 特別選抜試験（推薦・社会人）

5日㈬～6日㈭ 卒業研究発表会
7日㈮～21日㈮ 看護アセスメント学実習
24日㈪ 冬期休業開始

注）スケジュールは、変更になる場合があります。
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【締め切り】8月31日 当日消印有効



創
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20
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年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
３
月
に
、創
立
20
周
年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

教
職
員
及
び
学
生
等
か
ら
募
集
し
決
定
し
ま

し
た
。

未
来
の
キ
ミ
た
ち
へ

〜
播
い
た
種
が
花
咲
く
と
き
に
〜

創
立
20
周
年
記
念
植
樹

　
６
月
19
日（
火
）に
、本
学「
香
り
の
広
場
」

に
て
創
立
20
周
年
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、村
嶋
学
長
は
じ
め
教
職
員
の
参
加

の
も
と
、大
分
県
の
県
花
で
あ
る「
豊
後
梅
」

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

創
立
20
周
年
を
迎
え
て

理
事
長
・
学
長
　村
嶋
幸
代

平
成
10
年
４
月
に
開
学
し
た
本
学
は
、今

年
、創
立
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
間
、１
，３
９
３
人
の
学
部
卒
業
生
に

加
え
て
、１
７
２
人
の
修
士
、
18
人
の
博
士
課

程
修
了
生
が
本
学
を
巣
立
ち
、大
分
県
を
始
め
、

全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。本
学
を
創
設
し
、

導
き
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

建
学
の
精
神
は
、「
看
護
学
の
考
究
」、「
心
豊

か
な
人
材
の
育
成
」、「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

で
す
。大
分
県
の
風
土
の
中
で
、本
学
は
、世
界

を
見
据
え
て
看
護
の
科
学
を
追
求
し
、
人
財
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。

開
学
後
、
順
調
に
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を

設
置
し
、平
成
18
年
に
公
立
大
学
法
人
と
な

り
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
院
修
士
課
程
入
学
生
に
対
す
る
助
産

師
教
育(

平
成
18
年)

、
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ

シ
ョ
ナ
ー（
Ｎ
Ｐ:

診
療
看
護
師
）教
育（
20
年
）、

保
健
師
教
育（
23
年
）、
そ
し
て
、
学
部
４
年
間

の
看
護
師
教
育（
23
年
）
で
す
。こ
の
よ
う
な
課

程
は
、
看
護
職
の
専
門
性
を
明
確
に
し
、
そ
の

資
質
を
高
め
よ
う
と
す
る
中
で
実
現
し
て

い
っ
た
も
の
で
、「
日
本
初
」で
も
あ
り
ま
す
。

進
取
の
気
性
を
も
っ
て
果
敢
に
取
り
組
む

と
い
う
伝
統
は
継
承
さ
れ
、平
成
25
年
に
は
、文

部
科
学
省
の「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ

Ｏ
Ｃ
）」
に
採
択
さ
れ
た
「
予
防
的
家
庭
訪
問

実
習
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
生
が

学
部
４ 

年
間
を
通
し
て
地
元
の
協
力
者
の
ご

家
庭
を
継
続
的
に
訪
問
し
、地
域
に
住
む
高
齢

の
方
々
の
心
身
の
機
能
低
下
を
予
防
す
る
活

大 学
の 今

動
を
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
、事
業
終
了
後

の
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
27
年
に
は
、学
部
に
養
護
教
諭

（
一
種
免
許
）養
成
課
程
を
開
設
し
ま
し
た
。今

年
、初
め
て
の
卒
業
生
が
出
ま
す
。こ
の
年
に

は
、更
に
、Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
が
、「
特
定
行
為
に
か

か
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」の
研
修
機
関
と
し

て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
研
修
制
度
は
、

本
学
の
Ｎ
Ｐ
教
育
が
契
機
と
な
っ
て
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。近
年
は
看
護
学
の
立
場
か
ら

「
も
の
づ
く
り
」
に
も
挑
戦
し
、本
学
教
員
が
県

内
の
企
業
等
と
共
同
研
究
で
開
発
し
た
椅
子

が
、２
０
１
７
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。ま
た
、
県
内
に
中
小
規
模
病
院

が
多
い
こ
と
も
考
慮
し
、平
成
29
年
に
厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、看
護

管
理
者
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

県
立
大
学
の
役
割
は
、「
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
人
材
育
成
」「
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に

向
け
た
対
策
立
案（
研
究
・
社
会
貢
献
）」「
看

護
学
・
人
間
科
学
の
知
見
を
、県
内
の
企
業
・

起
業
に
生
か
す（
研
究
・
産
学
連
携
）」こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

大
分
県
の
看
護
水
準
が
向
上
す
る
こ
と
に

よ
り
、広
く
県
民
の
皆
様
が
、良
質
な
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、各
地
の
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
進

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
看
護
を
基
盤
に

様
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、社
会
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。な
お
一
層
の
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

看護国際フォーラム  参  加  費 看護国際フォーラム  応 募 方 法
下記参加登録フォームからお申込みください。
https://goo.gl/forms/UuwENHRau81aCnOJ2
本学ホームページのイベント情報からもアクセス可。同時通訳用レシーバー使用の場合、別途1,000円必要。

講演会当日、受付にてお支払いいただきます。

問い合わせ先：大分県立看護科学大学　事務局　097- 586 - 4300（代表）

創立20周年
記念式典等

JULY  2018 2vol.12 のひろば風2018  JULY3 vol.12のひろば風

一般2,000円、学生500円

8月17日（金）応募締切り。
ただし、定員（350名）に達し次第締切

期　日
平成30年
9月15日（土） 場　所 別府B-Con Plaza

（別府市山の手町12-1）

◆記念式典◆
1階　フィルハーモニアホール 10：00～11：10

◆祝賀会◆
2階　レセプションホール 11：30～13：00

◆ホームカミングデイ◆
3階　31会議室 12：00～13：00

※記念式典、祝賀会、ホームカミングデイは、一般の方のご入場はご遠慮ください。

◆第２０回看護国際フォーラム◆

3階　国際会議室 13：30～16：30
テーマ「看護におけるリーダーシップ」

基 調 講 演：社会に新風を吹きこむ看護のリーダーシップ
　　　　  　－大分県立看護科学大学の活動から－
　　　　　　講師：大分県立看護科学大学 理事長・学長　村嶋　幸代

特別講演①：看護におけるリーダーシップ
　　　　　  －保健医療のイノベーションにみる看護科学の将来－
　　　　　　講師：韓国 ソウル国立大学校看護大学 成人看護学専攻　
　　　　　　学部長・教授　スミ・チョイ-クォン

特別講演②：看護におけるリーダーシップの進路　
　　　　　  －効果的なメンタリング関係を通した臨床学の発展－
　　　　　　講師：米国 ニューヨーク大学校看護大学　
　　　　　　臨床教授（NP）  ジェイムセッタ・A・ニューランド

5
月
18
・
19
日（
金
・
土
）に
第
21
回
若
葉
祭

（
平
成
30
年
度
学
園
祭
）を「
結（
ゆ
い
）」を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
し
た
。こ
の「
結（
ゆ
い
）」と
い

う
テ
ー
マ
に
は
、開
学
20
周
年
を
迎
え
た
本
学

の「
時
間
の
輪
」（
こ
れ
ま
で
の
若
葉
祭
・
大
学

の
歩
み
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
発
展
に
つ

な
げ
る
）と「
人
の
輪
」（
学
生
間
、大
学
内
や
地

域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
）を
大
事
に
し
た

若
葉
祭
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、若
葉
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｏ
ソ
ー
ラ
ン
、富
士
見
が
丘
長
寿
会
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、ミ
ス
ナ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

学
年
対
抗
ム
カ
デ
競
走
、お
笑
い
ラ
イ
ブ
、健
康

チ
ェ
ッ
ク
、お
茶
会
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、開
学
20
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
若
葉

祭
で
は
、「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」の
活
動
内

容
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
展
示
も
行
い
ま
し

た
。「
予
防
的
家
庭

訪
問
実
習
」は
、野

津
原
地
区
と
富
士

見
が
丘
団
地
の
協

力
者
の
お
宅
に
、

本
学
学
生
が
訪
問

し
て
予
防
活
動
を

行
う
と
い
う
も
の

で
す
。

例
年
同
様
、多
く

の
地
域
の
方
々
の

ご
参
加
の
も
と
盛

況
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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，３
９
３
人
の
学
部
卒
業
生
に

加
え
て
、１
７
２
人
の
修
士
、
18
人
の
博
士
課

程
修
了
生
が
本
学
を
巣
立
ち
、大
分
県
を
始
め
、

全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。本
学
を
創
設
し
、

導
き
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

建
学
の
精
神
は
、「
看
護
学
の
考
究
」、「
心
豊

か
な
人
材
の
育
成
」、「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

で
す
。大
分
県
の
風
土
の
中
で
、本
学
は
、世
界

を
見
据
え
て
看
護
の
科
学
を
追
求
し
、
人
財
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。

開
学
後
、
順
調
に
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を

設
置
し
、平
成
18
年
に
公
立
大
学
法
人
と
な

り
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
院
修
士
課
程
入
学
生
に
対
す
る
助
産

師
教
育(

平
成
18
年)

、
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ

シ
ョ
ナ
ー（
Ｎ
Ｐ:

診
療
看
護
師
）教
育（
20
年
）、

保
健
師
教
育（
23
年
）、
そ
し
て
、
学
部
４
年
間

の
看
護
師
教
育（
23
年
）
で
す
。こ
の
よ
う
な
課

程
は
、
看
護
職
の
専
門
性
を
明
確
に
し
、
そ
の

資
質
を
高
め
よ
う
と
す
る
中
で
実
現
し
て

い
っ
た
も
の
で
、「
日
本
初
」で
も
あ
り
ま
す
。

進
取
の
気
性
を
も
っ
て
果
敢
に
取
り
組
む

と
い
う
伝
統
は
継
承
さ
れ
、平
成
25
年
に
は
、文

部
科
学
省
の「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ

Ｏ
Ｃ
）」
に
採
択
さ
れ
た
「
予
防
的
家
庭
訪
問

実
習
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
れ
は
、学
生
が

学
部
４ 

年
間
を
通
し
て
地
元
の
協
力
者
の
ご

家
庭
を
継
続
的
に
訪
問
し
、地
域
に
住
む
高
齢

の
方
々
の
心
身
の
機
能
低
下
を
予
防
す
る
活

大 学
の 今

動
を
展
開
す
る
と
い
う
も
の
で
、事
業
終
了
後

の
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
27
年
に
は
、学
部
に
養
護
教
諭

（
一
種
免
許
）養
成
課
程
を
開
設
し
ま
し
た
。今

年
、初
め
て
の
卒
業
生
が
出
ま
す
。こ
の
年
に

は
、更
に
、Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
が
、「
特
定
行
為
に
か

か
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」の
研
修
機
関
と
し

て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
研
修
制
度
は
、

本
学
の
Ｎ
Ｐ
教
育
が
契
機
と
な
っ
て
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。近
年
は
看
護
学
の
立
場
か
ら

「
も
の
づ
く
り
」
に
も
挑
戦
し
、本
学
教
員
が
県

内
の
企
業
等
と
共
同
研
究
で
開
発
し
た
椅
子

が
、２
０
１
７
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。ま
た
、
県
内
に
中
小
規
模
病
院

が
多
い
こ
と
も
考
慮
し
、平
成
29
年
に
厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、看
護

管
理
者
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

県
立
大
学
の
役
割
は
、「
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
人
材
育
成
」「
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に

向
け
た
対
策
立
案（
研
究
・
社
会
貢
献
）」「
看

護
学
・
人
間
科
学
の
知
見
を
、県
内
の
企
業
・

起
業
に
生
か
す（
研
究
・
産
学
連
携
）」こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

大
分
県
の
看
護
水
準
が
向
上
す
る
こ
と
に

よ
り
、広
く
県
民
の
皆
様
が
、良
質
な
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、各
地
の
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
進

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
看
護
を
基
盤
に

様
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、社
会
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。な
お
一
層
の
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

看護国際フォーラム  参  加  費 看護国際フォーラム  応 募 方 法
下記参加登録フォームからお申込みください。
https://goo.gl/forms/UuwENHRau81aCnOJ2
本学ホームページのイベント情報からもアクセス可。同時通訳用レシーバー使用の場合、別途1,000円必要。

講演会当日、受付にてお支払いいただきます。

問い合わせ先：大分県立看護科学大学　事務局　097- 586 - 4300（代表）

創立20周年
記念式典等
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一般2,000円、学生500円

8月17日（金）応募締切り。
ただし、定員（350名）に達し次第締切

期　日
平成30年
9月15日（土） 場　所 別府B-Con Plaza

（別府市山の手町12-1）

◆記念式典◆
1階　フィルハーモニアホール 10：00～11：10

◆祝賀会◆
2階　レセプションホール 11：30～13：00

◆ホームカミングデイ◆
3階　31会議室 12：00～13：00

※記念式典、祝賀会、ホームカミングデイは、一般の方のご入場はご遠慮ください。

◆第２０回看護国際フォーラム◆

3階　国際会議室 13：30～16：30
テーマ「看護におけるリーダーシップ」

基 調 講 演：社会に新風を吹きこむ看護のリーダーシップ
　　　　  　－大分県立看護科学大学の活動から－
　　　　　　講師：大分県立看護科学大学 理事長・学長　村嶋　幸代

特別講演①：看護におけるリーダーシップ
　　　　　  －保健医療のイノベーションにみる看護科学の将来－
　　　　　　講師：韓国 ソウル国立大学校看護大学 成人看護学専攻　
　　　　　　学部長・教授　スミ・チョイ-クォン

特別講演②：看護におけるリーダーシップの進路　
　　　　　  －効果的なメンタリング関係を通した臨床学の発展－
　　　　　　講師：米国 ニューヨーク大学校看護大学　
　　　　　　臨床教授（NP）  ジェイムセッタ・A・ニューランド

5
月
18
・
19
日（
金
・
土
）に
第
21
回
若
葉
祭

（
平
成
30
年
度
学
園
祭
）を「
結（
ゆ
い
）」を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
し
た
。こ
の「
結（
ゆ
い
）」と
い

う
テ
ー
マ
に
は
、開
学
20
周
年
を
迎
え
た
本
学

の「
時
間
の
輪
」（
こ
れ
ま
で
の
若
葉
祭
・
大
学

の
歩
み
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
発
展
に
つ

な
げ
る
）と「
人
の
輪
」（
学
生
間
、大
学
内
や
地

域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
）を
大
事
に
し
た

若
葉
祭
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、若
葉
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｏ
ソ
ー
ラ
ン
、富
士
見
が
丘
長
寿
会
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、ミ
ス
ナ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

学
年
対
抗
ム
カ
デ
競
走
、お
笑
い
ラ
イ
ブ
、健
康

チ
ェ
ッ
ク
、お
茶
会
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、開
学
20
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
若
葉

祭
で
は
、「
予
防
的
家
庭
訪
問
実
習
」の
活
動
内

容
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
展
示
も
行
い
ま
し

た
。「
予
防
的
家
庭

訪
問
実
習
」は
、野

津
原
地
区
と
富
士

見
が
丘
団
地
の
協

力
者
の
お
宅
に
、

本
学
学
生
が
訪
問

し
て
予
防
活
動
を

行
う
と
い
う
も
の

で
す
。

例
年
同
様
、多
く

の
地
域
の
方
々
の

ご
参
加
の
も
と
盛

況
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。



４月から事務局長に着任しました。前任は大分県
高齢者福祉課で地域包括ケアや認知症施策等の業
務を行ってました。
大学の業務は、学生生活の支援から庁舎管理まで

前職以上に幅広く、また新しいことばかりで、なかなか慣れません。これは
新入生さんと同じ感覚かもしれません。
学生の皆さんが、この大学で大きな収穫が得られるよう支援していきた

いと思っています。
どうぞよろしくお願いします。

事務局
理事兼事務局長
清末 敬一朗 ４月から事務局教務学生グループに着任しまし

た。前任は、県日田土木事務所で総務事務（主に工事
経理）の業務を行い、昨年の九州北部豪雨や一昨年
の熊本大分地震による災害復旧工事などの工事発
注や契約を行っていました。今回看護科学大学に着

任し、学生のみなさんの大学での勉学や生活に対する支援を行うことにな
りました。これから学生のみなさんにいろいろとお知らせやお願いをする
ことになりますので、メールや掲示板などを見て確認するようにしてくだ
さい。学生のみなさんとともに頑張っていきたいと思いますので、今後と
もどうぞよろしくお願いいたします。

事務局　教務学生グループリーダー
坂本 晴生

3年ぶりに看護基礎教
育の現場に復帰いたしま
した。この間は特別支援
学校での医療的ケアや、

大分県看護協会の専任教員養成講習会で看護
学校教員の養成に携わりました。4月から母性
看護学研究室に着任し、早速、講義・演習・実習、
研究と忙しくしていますが、個性豊かな学生さ
んたちに刺激されて充実した日々です。看護に
可能性や楽しみを抱いて理想を描けるように
支援し、ともに学び研究をしてきたいと思って
います。どうぞよろしくお願いいたします。

T O P I C S ［トピックス］
新任教職員のご紹介

母性看護学
助教
永松 いずみ

この度、5年ぶりに大分に戻
り、４月より地域看護学研究室
に着任しました。 研究棟の窓
から風の広場を眺め、20年前

の入学当初、うさぎが飛び跳ねていたことを思い出
し、母校に戻ってきたことを嬉しく思っております。
着任後すぐに、学部実習や大学院実習の準備など

次々と新しいことがやってきましたが、持ち前の笑顔
で乗り切っています！！
20周年という節目の年に母校に戻ることができ、心

新たに頑張らなければという気持ちになりました。
これからもどうぞよろしくお願いいたします。

地域看護学研究室
助教
小野 治子

この度ご縁があ
り保健管理学研究
室に着任いたしま
した。

臨床では看護師として主にホスピスケア
に携わってきました。その経験から現在は、
生と死、人間の苦しみについて、人間の存在
そのものを支える″スピリチュアリティ″
の視点から学び研究をしております。
大分の自然に触れながら、学生の皆さん

と共に学び、成長していきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

保健管理学研究室
助教
稗田 朋子

４月から事務局総務グループに着任いたしまし
た。教育研究審議会に関することや、研究倫理・安
全委員会の事務、教職員の健康診断等を担当して
います。前の職場は大分県議会事務局総務課で、議
員の報酬や旅費を担当していました。大学では、常

に同時進行で業務を進める必要があるので、毎日が慌ただしいです。趣味
は音楽を聴くことで、子供と一緒にライブに行くこともあります。今後と
もどうぞよろしくお願いします。

事務局　総務グループ副主幹
衛藤 美樹子

４月から事務局総務グループに着任いたしまし
た。教職員の給与や出張費関係の業務を主に担当し
ています。新しいことに戸惑うことも多いですが、
早く仕事に慣れ、大学のために力を尽くしていきた
いと思います。学生の皆さんと関わる機会は少ない

ですが、いつでも気軽に声をかけてもらえると嬉しいです。趣味はドライ
ブで、友人と美味しいものを食べに行くことが好きです。美味しい店が
あったら、ぜひ教えて下さい。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

事務局　総務グループ主事
生野 法子
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■ 看護師国家試験壮行会
看護師国家試験を翌日に控えた2月
17日（土）に、受験する4年生の壮行会
を実施しました。受験生に向けて村嶋
学長から激励メッセージが送られ、藤
内教授の掛け声のあと、合格を願う激
励品が手渡されました。
4年生代表の決意表明のあと、受験
生を乗せたバスは、教職員や後輩たち
の見守る中、受験会場の福岡市へ向け
て出発しました。

■ NP養成10周年
　 記念講義・祝賀会
平成20年に日本で初めて大学院修
士課程にナースプラクティショナー
（NP）コースを創設して10年が経過し
たことを記念し、5月29日（火）に本学
にて記念講義・祝賀会を開きました。
講義には、草間朋子前学長（現、日本
NP教育大学院協議会会長、日本看護連
盟会長、東京医療保健大学副学長）を
招聘し、大学院生、修了生等がNPの動
向を聴講しました。修了生主催の祝賀
会では、村嶋学長の挨拶、参加者の近
況報告等で交流が深まりました。
この10年の間に、保健師助産師看護
師法の一部が改正され、「特定行為に
係る看護師の研修制度」ができ、本学
は厚生労働大臣が指定する指定研修
機関となりました。
超高齢社会において、NPの必要性は
ますます大きく、本学NPコースの修了
生は県内外で活躍しています。

■ 動物慰霊祭
5月30日（水）に、動物慰霊祭を執り
行いました。例年、テニスコート付近
の動物慰霊碑前で行いますが、今年度
は、雨天のため講堂に献花台を設けて
行いました。
村嶋学長が、教育・研究のため貢献
してくれた動物に対し慰霊の辞を述
べ、その後、参列した教職員と学生全
員で慰霊碑への献花を行い、尊い命を
捧げてくれた諸動物の御霊の前に感
謝の心を持って頭を垂れ、冥福を祈り
ました。

■ 全学スポーツ交流会
4月20日（金）に学生交流を目的とし
た全学スポーツ交流会を、本学体育館
で開催しました。学生のコンタクトグ
ループ（1年次から4年次までの縦割り
グループ。このグループが予防的家庭
訪問実習のグループとなる。）と教員
からなるチームと、職員のチームが
ドッジビーを楽しみました。絶好のス
ポーツ日和の中、白熱した競技が繰り
広げられ、ファインプレーに歓声が何
度も上がりました。学内の交流が深
まった有意義な1日となりました。

■ 予防的家庭訪問実習
　 全学オリエンテーション
4月12日（木）に予防的家庭訪問実習

全学オリエンテーションを行いました。
午前中は、2チームの学生から学び
が発表されたのち、それぞれのチーム
の協力者にご登壇いただき、実習を通
した学生とのかかわりについてお話
しいただきました。協力者からは、「訪
問の度に学生さんの成長が見れてう
れしい。」「この実習に参加できること
が自分の生きがいになっている。」と
いうお言葉をいただきました。
午後は各チームに分かれ、今年度の
実習に向けたグループワークを行いま
した。
今年度も地域の皆様のご協力のも
と予防的家庭訪問実習を順調に実施
しています。

■ 看護師、保健師、助産師
　 国家試験 3種類とも100％合格
看護師、保健師、助産師それぞれの
国家試験が、平成30年2月に実施され
ました。
本学学生もそれぞれの試験を受験
し、見事全員が合格しました。

■ 卒業証書・学位記授与式
3月16日（金）に、本学講堂において
卒業証書・学位記授与式を執り行いま
した。学部卒業生84名に学士号、大学
院修士課程修了生32名に修士号が授
与されました。

■ 入学式
4月6日（金）に平成30年度入学式を
執り行いました。1年次生83名、大学院
博士前期（修士）課程31名と後期（博
士）課程4名が入学しました。
新入生の名前が1人ずつ読み上げら
れ、村嶋学長より入学が許可されまし
た。次いで学部入学生代表と大学院入
学生代表による入学生宣誓が行われ、
学長による式辞、その後、広瀬大分県
知事の告辞（二日市大分県副知事代
読）に続き、ご来賓の方々よりご祝辞
をいただきました。最後に全員で大学
歌を斉唱し、記念撮影を行いました。

「地域看護学実習」

４年次生　中村　智子４年次生　戸倉　千歌

「在宅看護学実習」
在宅看護論実習では、病棟での看護とは異なり、対象者を医療
だけでなく保健・福祉などのあらゆる面からその人のQOLを支
えているという事を学んだ。また、在宅看護ではその人の生活の
場の現状を知る事ができ、その人が生活する上で大切にしている
価値観をも知る事ができる為、一人ひとりの個別性を大事にした
看護を提供できると学んだ。そして、療養者が地域で生活すると
捉えたとき、療養者は様々な社会資源を活用し地域で生活してい
く事になる。
訪問看護師は、療養者と介護者である家族が共に生活していく
為にもどんなサポートが必要であるか考え情報提供を行うなど、
多職種間での連携を図りながら支援していくという地域包括ケ
アシステムのなかの重要な役割を担っているのだと学んだ。
3年生までの実習では病棟での看護を主に学んだ。今回の実習で
は退院後の患者の生活の様子を知る事が出来た。これにより、病棟
での生活が人生の一部であるという視点を持ち、退院後の生活を
入院時から捉え看護を実施するということが重要であると学ん
だ。今回の学びを総合看護学実習や就職後に看護師になった際に
生かしていきたいと思う。

地域看護学実習では保健所や市町村で実習を行った。保健所では保
健師が行う精神保健相談に同行させていただいたり、執務室で電話の
受け答えの様子を見学させていただき、保健師としてより専門的な知
識が必要とされていることを知った。市町村では乳幼児全戸訪問事業
や1歳6か月健診、3歳4か月健診等に同行させていただき親や子どもの
健康状態のアセスメントを行ったり次の支援や専門職に繋いだりする
様子を見学した。保健所も市町村も国の法律や県の計画に基づき人々
の健康を維持促進し予防活動に努めており、健康な人だけでなく疾患
を持つ人も含めすべての人々が地域で暮らしやすいように支援を行っ
ているということを知った。そして、地域住民と関わる際には個人を見
るのではなく家族全体を一緒に見てアセスメントを行うことが重要で
あるということを学んだ。
この実習を通して住民が地域でどのように暮ら
しているのか具体的なイメージを持つことができ
た。看護職として病院で会う患者に対しても、地域
で家族とどのように暮らしていく人なのか、地域で
暮らす上でどのような支援を必要としている人な
のかという視点を持って関わっていきたいと思う。

看護学実習を終えて



４月から事務局長に着任しました。前任は大分県
高齢者福祉課で地域包括ケアや認知症施策等の業
務を行ってました。
大学の業務は、学生生活の支援から庁舎管理まで

前職以上に幅広く、また新しいことばかりで、なかなか慣れません。これは
新入生さんと同じ感覚かもしれません。
学生の皆さんが、この大学で大きな収穫が得られるよう支援していきた

いと思っています。
どうぞよろしくお願いします。

事務局
理事兼事務局長
清末 敬一朗 ４月から事務局教務学生グループに着任しまし

た。前任は、県日田土木事務所で総務事務（主に工事
経理）の業務を行い、昨年の九州北部豪雨や一昨年
の熊本大分地震による災害復旧工事などの工事発
注や契約を行っていました。今回看護科学大学に着

任し、学生のみなさんの大学での勉学や生活に対する支援を行うことにな
りました。これから学生のみなさんにいろいろとお知らせやお願いをする
ことになりますので、メールや掲示板などを見て確認するようにしてくだ
さい。学生のみなさんとともに頑張っていきたいと思いますので、今後と
もどうぞよろしくお願いいたします。

事務局　教務学生グループリーダー
坂本 晴生

3年ぶりに看護基礎教
育の現場に復帰いたしま
した。この間は特別支援
学校での医療的ケアや、

大分県看護協会の専任教員養成講習会で看護
学校教員の養成に携わりました。4月から母性
看護学研究室に着任し、早速、講義・演習・実習、
研究と忙しくしていますが、個性豊かな学生さ
んたちに刺激されて充実した日々です。看護に
可能性や楽しみを抱いて理想を描けるように
支援し、ともに学び研究をしてきたいと思って
います。どうぞよろしくお願いいたします。

T O P I C S ［トピックス］
新任教職員のご紹介

母性看護学
助教
永松 いずみ

この度、5年ぶりに大分に戻
り、４月より地域看護学研究室
に着任しました。 研究棟の窓
から風の広場を眺め、20年前

の入学当初、うさぎが飛び跳ねていたことを思い出
し、母校に戻ってきたことを嬉しく思っております。
着任後すぐに、学部実習や大学院実習の準備など

次々と新しいことがやってきましたが、持ち前の笑顔
で乗り切っています！！
20周年という節目の年に母校に戻ることができ、心

新たに頑張らなければという気持ちになりました。
これからもどうぞよろしくお願いいたします。

地域看護学研究室
助教
小野 治子

この度ご縁があ
り保健管理学研究
室に着任いたしま
した。

臨床では看護師として主にホスピスケア
に携わってきました。その経験から現在は、
生と死、人間の苦しみについて、人間の存在
そのものを支える″スピリチュアリティ″
の視点から学び研究をしております。
大分の自然に触れながら、学生の皆さん

と共に学び、成長していきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

保健管理学研究室
助教
稗田 朋子

４月から事務局総務グループに着任いたしまし
た。教育研究審議会に関することや、研究倫理・安
全委員会の事務、教職員の健康診断等を担当して
います。前の職場は大分県議会事務局総務課で、議
員の報酬や旅費を担当していました。大学では、常

に同時進行で業務を進める必要があるので、毎日が慌ただしいです。趣味
は音楽を聴くことで、子供と一緒にライブに行くこともあります。今後と
もどうぞよろしくお願いします。

事務局　総務グループ副主幹
衛藤 美樹子

４月から事務局総務グループに着任いたしまし
た。教職員の給与や出張費関係の業務を主に担当し
ています。新しいことに戸惑うことも多いですが、
早く仕事に慣れ、大学のために力を尽くしていきた
いと思います。学生の皆さんと関わる機会は少ない

ですが、いつでも気軽に声をかけてもらえると嬉しいです。趣味はドライ
ブで、友人と美味しいものを食べに行くことが好きです。美味しい店が
あったら、ぜひ教えて下さい。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

事務局　総務グループ主事
生野 法子
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■ 看護師国家試験壮行会
看護師国家試験を翌日に控えた2月
17日（土）に、受験する4年生の壮行会
を実施しました。受験生に向けて村嶋
学長から激励メッセージが送られ、藤
内教授の掛け声のあと、合格を願う激
励品が手渡されました。
4年生代表の決意表明のあと、受験
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の見守る中、受験会場の福岡市へ向け
て出発しました。
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　 記念講義・祝賀会
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講義には、草間朋子前学長（現、日本
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招聘し、大学院生、修了生等がNPの動
向を聴講しました。修了生主催の祝賀
会では、村嶋学長の挨拶、参加者の近
況報告等で交流が深まりました。
この10年の間に、保健師助産師看護
師法の一部が改正され、「特定行為に
係る看護師の研修制度」ができ、本学
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機関となりました。
超高齢社会において、NPの必要性は
ますます大きく、本学NPコースの修了
生は県内外で活躍しています。

■ 動物慰霊祭
5月30日（水）に、動物慰霊祭を執り
行いました。例年、テニスコート付近
の動物慰霊碑前で行いますが、今年度
は、雨天のため講堂に献花台を設けて
行いました。
村嶋学長が、教育・研究のため貢献
してくれた動物に対し慰霊の辞を述
べ、その後、参列した教職員と学生全
員で慰霊碑への献花を行い、尊い命を
捧げてくれた諸動物の御霊の前に感
謝の心を持って頭を垂れ、冥福を祈り
ました。

■ 全学スポーツ交流会
4月20日（金）に学生交流を目的とし
た全学スポーツ交流会を、本学体育館
で開催しました。学生のコンタクトグ
ループ（1年次から4年次までの縦割り
グループ。このグループが予防的家庭
訪問実習のグループとなる。）と教員
からなるチームと、職員のチームが
ドッジビーを楽しみました。絶好のス
ポーツ日和の中、白熱した競技が繰り
広げられ、ファインプレーに歓声が何
度も上がりました。学内の交流が深
まった有意義な1日となりました。

■ 予防的家庭訪問実習
　 全学オリエンテーション
4月12日（木）に予防的家庭訪問実習

全学オリエンテーションを行いました。
午前中は、2チームの学生から学び
が発表されたのち、それぞれのチーム
の協力者にご登壇いただき、実習を通
した学生とのかかわりについてお話
しいただきました。協力者からは、「訪
問の度に学生さんの成長が見れてう
れしい。」「この実習に参加できること
が自分の生きがいになっている。」と
いうお言葉をいただきました。
午後は各チームに分かれ、今年度の
実習に向けたグループワークを行いま
した。
今年度も地域の皆様のご協力のも
と予防的家庭訪問実習を順調に実施
しています。

■ 看護師、保健師、助産師
　 国家試験 3種類とも100％合格
看護師、保健師、助産師それぞれの
国家試験が、平成30年2月に実施され
ました。
本学学生もそれぞれの試験を受験
し、見事全員が合格しました。

■ 卒業証書・学位記授与式
3月16日（金）に、本学講堂において
卒業証書・学位記授与式を執り行いま
した。学部卒業生84名に学士号、大学
院修士課程修了生32名に修士号が授
与されました。

■ 入学式
4月6日（金）に平成30年度入学式を
執り行いました。1年次生83名、大学院
博士前期（修士）課程31名と後期（博
士）課程4名が入学しました。
新入生の名前が1人ずつ読み上げら
れ、村嶋学長より入学が許可されまし
た。次いで学部入学生代表と大学院入
学生代表による入学生宣誓が行われ、
学長による式辞、その後、広瀬大分県
知事の告辞（二日市大分県副知事代
読）に続き、ご来賓の方々よりご祝辞
をいただきました。最後に全員で大学
歌を斉唱し、記念撮影を行いました。

「地域看護学実習」

４年次生　中村　智子４年次生　戸倉　千歌

「在宅看護学実習」
在宅看護論実習では、病棟での看護とは異なり、対象者を医療
だけでなく保健・福祉などのあらゆる面からその人のQOLを支
えているという事を学んだ。また、在宅看護ではその人の生活の
場の現状を知る事ができ、その人が生活する上で大切にしている
価値観をも知る事ができる為、一人ひとりの個別性を大事にした
看護を提供できると学んだ。そして、療養者が地域で生活すると
捉えたとき、療養者は様々な社会資源を活用し地域で生活してい
く事になる。
訪問看護師は、療養者と介護者である家族が共に生活していく
為にもどんなサポートが必要であるか考え情報提供を行うなど、
多職種間での連携を図りながら支援していくという地域包括ケ
アシステムのなかの重要な役割を担っているのだと学んだ。
3年生までの実習では病棟での看護を主に学んだ。今回の実習で
は退院後の患者の生活の様子を知る事が出来た。これにより、病棟
での生活が人生の一部であるという視点を持ち、退院後の生活を
入院時から捉え看護を実施するということが重要であると学ん
だ。今回の学びを総合看護学実習や就職後に看護師になった際に
生かしていきたいと思う。

地域看護学実習では保健所や市町村で実習を行った。保健所では保
健師が行う精神保健相談に同行させていただいたり、執務室で電話の
受け答えの様子を見学させていただき、保健師としてより専門的な知
識が必要とされていることを知った。市町村では乳幼児全戸訪問事業
や1歳6か月健診、3歳4か月健診等に同行させていただき親や子どもの
健康状態のアセスメントを行ったり次の支援や専門職に繋いだりする
様子を見学した。保健所も市町村も国の法律や県の計画に基づき人々
の健康を維持促進し予防活動に努めており、健康な人だけでなく疾患
を持つ人も含めすべての人々が地域で暮らしやすいように支援を行っ
ているということを知った。そして、地域住民と関わる際には個人を見
るのではなく家族全体を一緒に見てアセスメントを行うことが重要で
あるということを学んだ。
この実習を通して住民が地域でどのように暮ら
しているのか具体的なイメージを持つことができ
た。看護職として病院で会う患者に対しても、地域
で家族とどのように暮らしていく人なのか、地域で
暮らす上でどのような支援を必要としている人な
のかという視点を持って関わっていきたいと思う。

看護学実習を終えて
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模
の
病
院
が
全

体
の
約
9
割
を
占
め
て
お
り
、中
小
規

模
病
院
等
が
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研

究
は
、地
域
の
多
様
な
施
設
の
看
護
管

理
を
高
め
、地
域
連
携
の
推
進
と
質
の

高
い
医
療
の
提
供
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理

者
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
事
業
は
、厚
生
労
働
省
の「
中
小
病

院
看
護
管
理
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

契
機
と
し
て
、大
分
県
立
看
護
科
学
大

学
、大
分
県
看
護
協
会
、大
分
県
が
主
体

と
な
り
、大
分
県
看
護
管
理
者
連
絡
協

議
会
や
大
分
大
学
の
協
力
を
得
て
、大

分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
者
支

援
協
議
会（
以
下
、協
議
会
と
す
る
）

を
設
置
し
、企
画
運
営
を
行
い
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、大
分
県
の

保
健
所
が
運
営
す
る「
看
護
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」を
基
盤
に
、多
様

な
施
設
の
看
護
管
理
者
へ
本
事
業
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
、協
議
会
か
ら
認
定

看
護
管
理
者
等
の
支
援
を
得
て
、定
期

的
に
会
合
し
、看
護
管
理
の
向
上
に
む

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、大
分
県
豊
肥
地
区

の
看
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多

様
な
施
設
の
看
護
管
理
者
が
、「
看
護
管

理
の
向
上
に
む
け
た
検
討
会（
以
下
、

検
討
会
）」の
も
と
に
集
い
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。
検
討
会
は
、平
成
29
年

9
月
〜
平
成
30
年
2
月
に
毎
月
１
回
、

計
5
回
開
催
さ
れ
、中
小
規
模
病
院
、

老
人
保
健
施
設
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
毎
回
10
〜
16
名
の
看
護
管
理
者

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
に
と
っ
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？

ア
メ
リ
カ
性
情
報
・
教
育
協
議
会
の
創

設
者
で
あ
る
Ｌ
．Ａ
．カ
ー
ケ
ン
ダ
ー
ル
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
人
間
の
身
体
の

一
部
と
し
て
の
性
器
や
性
行
動
の
他
に
、

他
人
と
の
人
間
的
な
つ
な
が
り
や
愛
情
・

友
情
・
融
和
感
・
思
い
や
り
・
包
容
力
な
ど
、

お
よ
そ
人
間
関
係
に
お
け
る
社
会
的
・
心

理
的
側
面
や
、そ
の
背
景
に
あ
る
生
育
環
境

な
ど
を
も
全
て
含
む
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
を
、人
間
を
全

人
的
・
包
括
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
即
ち
、セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
に
対
す
る
看
護
ケ
ア
は
、人
間
の
基
本

的
人
権
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、看
護
師

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

糖
尿
病
は
、そ
の
病
態
や
療
養
生
活
な
ど

か
ら
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
し
か
し
現
在
、

医
療
シ
ス
テ
ム
、医
療
職
者
の
人
材
教
育
な

ど
の
課
題
が
多
々
存
在
し
、ま
た
、日
本
文

化
に
お
け
る
男
性
優
位
性
や
、性
へ
の
考
え

方
な
ど
か
ら
、男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
関
す
る
問
題
は
表
面
化
し
難
く
、未
だ
そ

の
看
護
ケ
ア
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
糖
尿
病
を
も
つ
男
性
は
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
悩
み
、
特
に
勃

起
障
害
（Erectile D

ysfunction

：
以
下

Ｅ
Ｄ
）に
対
し
て
は
、
医
療
職
者
に
相
談
で

き
ず
に
偽
造
医
薬
品
の
購
入
か
ら
重
大
な

健
康
被
害
に
至
る
危
険
性
を
有
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
海
外
で
は
死
亡
例
も
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、早
急
に
対
処
す
べ
き
課

題
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、糖
尿
病
を
も
つ

成
人
期
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
看

護
ケ
ア
の
質
の
保
証
と
向
上
を
目
指
す
た

め
に
、『
糖
尿
病
を
も
つ
成
人
期
男
性
の
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
看
護
ケ
ア
の
質
評
価

保健管理学研究室 教授

福田　広美

成人・老年看護学研究室　准教授
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検
討
会
で
は
、人
材
育
成
に
関
す
る

テ
ー
マ
別
に
看
護
管
理
者
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、組
織
分
析
や
意
見
交
換
を

実
施
、看
護
管
理
の
視
点
や
考
え
方
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。検
討
会
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、高
い
満
足
度
を
得
ら
れ
、
多

様
な
施
設
の
看
護
管
理
の
向
上
に
役
立

つ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

大
分
県
の
看
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
基
盤
に
看
護
管
理
の
向
上
に
む
け
た

活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、多
様
な
施

設
の
看
護
管
理
を
高
め
る
可
能
性
が
あ

り
そ
う
で
す
。

本
事
業
は
協
議
会
の
企
画
運
営
の
も

と
、各
地
の
保
健
所
を
核
と
し
た
「
看

護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
成
果
に

繋
が
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
全
国
で
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理

者
支
援
に
取
り
組
む
際
に
、看
護
の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
平

成
29
年
度
の
成
果
を
も
と
に
平
成
30
年

度
は
大
分
県
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
を
得
て
、多
様
な
施
設
の
看
護

管
理
を
高
め
る
取
り
組
み
を
継
続
し
、

地
域
連
携
の
推
進
と
質
の
高
い
医
療
の

提
供
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

を
と
る
こ
と
は
少
な
く
、看
護
と
は
？

と
悩
む
こ
と
も
経
験
年
数
と
と
も
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、患
者
さ

ん
の
術
後
経
過
な
ど
を
通
し
て
、治
療

が
終
わ
り
地
域
に
戻
ら
れ
た
後
の
生

活
に
も
興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。そ
の

頃
に
、病
院
で
開
か
れ
た
卒
業
生
の
集

い
で
、大
学
院
で
の
Ｎ
Ｐ(

診
療
看
護

師)

教
育
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く
機
会

が
あ
り
、自
分
の
悩
み
や
興
味
に
合
致

す
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。手
術
室

と
い
う
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
領
域
か
ら
地

域
看
護
と
い
う
プ
ラ
イ
マ
リ
領
域
へ

の
変
更
で
あ
り
、な
か
な
か
受
験
へ
の

決
心
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、麻
酔

科
の
医
師
の「
話
せ
な
い
状
態
の
患
者

さ
ん
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
て

実
践
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、お
前
な
ら

ど
ん
な
領
域
で
も
や
っ
て
い
け
る

よ
。」と
の
言
葉
で
、受
験
を
決
意
し

ま
し
た
。

今
年
の
4
月
よ
り
、本
学
大
学
院
実

践
者
養
成
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
に
入
学
し
新

た
な
気
持
ち
で
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、ご
縁
が
あ
り
、地
元
で
あ
る

九
重
町
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
看
護

師
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
立
に
関
わ
ら
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。過
疎
化
の
進
む
町

で
あ
り
、医
療
資
源
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
を
感
じ
る
日
々
で
す
。早
く
Ｎ
Ｐ

と
な
り
、生
ま
れ
育
っ
た
町
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
気
持
ち
で
す

基
準（
以
下
、看
護
ケ
ア
の
質
評
価
基
準
）』

を
開
発
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

研
究
し
始
め
て
解
っ
た
こ
と
は
、日
本

で
も
海
外
で
も
、男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
看
護
ケ
ア
を
探
求
す
る
研
究
は
大

変
希
少
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
行

研
究
が
見
当
た
ら
ず
、試
行
錯
誤
の
毎
日
で

し
た
。
そ
の
時
に
心
強
い
力
と
な
っ
た
の

は
、
現
在
全
国
に
６
０
０
名
以
上
存
在
す

る
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
で
し
た
。
糖

尿
病
看
護
認
定
看
護
師
か
ら
豊
か
な
看
護

実
践
の
聞
き
取
り
と
デ
ル
フ
ァ
イ
法
調
査

を
実
施
し
、「
構
造
」「
過
程
」「
成
果
」
３

側
面
か
ら
成
る
看
護
ケ
ア
の
質
評
価
の
基

準
を
開
発
し
ま
し
た
。「
構
造
」は
、セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
看
護
ケ
ア
の
医
療
環
境
や
シ

ス
テ
ム
を
整
え
る
18
評
価
項
目
、「
過
程
」

は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
看
護
実
践
内
容

を
評
価
す
る
27
評
価
項
目
、「
成
果
」は
「
構

造
」「
過
程
」
の
看
護
ケ
ア
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
成
果
を
示
す
19
評
価
項
目
で
す
。

紙
面
の
関
係
上
、内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、ま
た
別
の
機
会
に
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、今
年
か
ら
科
研
費
を
い
た
だ
き
、

全
国
の
医
療
機
関
数
か
所
で
、本
看
護
ケ
ア

の
質
評
価
基
準
の
検
証
を
行
い
ま
す
。
検

証
に
よ
り
看
護
ケ
ア
の
質
評
価
基
準
を
よ

り
洗
練
さ
せ
、糖
尿
病
を
も
つ
男
性
の
豊
か

な
生
を
支
え
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、人
工
呼
吸
器
等
の
機

械
類
が
使
用
さ
れ
、鎮
静
に
よ
り
自
ら

の
訴
え
が
出
来
な
い
患
者
様
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
患
者

様
が
ど
の
よ
う
な
事
を
思
い
、ど
の
よ

う
な
援
助
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
把

握
し
ケ
ア
を
実
施
す
る
、或
い
は
医
師

へ
報
告
し
薬
剤
等
の
調
整
を
提
案
す

る
等
で
き
る
の
は
24
時
間
患
者
様
へ

の
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
る
看
護
師
こ

そ
の
強
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
民
病
院
で
は
、整
形
外

科
・
内
科
の
急
性
期
病
棟
で
勤
務
し

て
い
ま
し
た
が
、こ
の
６
月
末
日
に
豊

後
大
野
市
民
病
院
を
退
職
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
青
年
海
外
協
力
隊
に
感
染
症
エ

イ
ズ
対
策
隊
員
と
し
て
、２
０
１
８
年

10
月
よ
り
二
年
間
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
派
遣
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
入
学
年
度
か
ら
看
護
師

教
育
の
強
化
の
為
に
保
健
師
・
助
産
師

は
大
学
院
で
の
教
育
と
な
り
ま
し
た
。

正
直
な
所
保
健
師
の
資
格
が
あ
れ
ば

と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。一
度
臨
床
に

出
て
し
ま
う
と
大
学
院
に
進
学
す
る

こ
と
は
大
き
な
決
断
と
な
る
と
思
い

ま
す
。在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
就
職
・

進
学
に
悩
ん
だ
時
に
は
自
分
の
最
終

目
標
を
頭
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
し
、そ
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
資
格
や
知
識

が
必
要
と
な
る
か
よ
く
考
え
た
上
で

今
後
の
進
路
を
決
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

が
、焦
る
こ
と
な
く
一
つ
一
つ
し
っ
か

り
と
大
学
院
で
学
び
自
分
の
知
識
・
技

術
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
、一
人
で
も
多
く
の
看
護
師

や
後
輩
達
に
Ｎ
Ｐ
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、開
学
20
周

年
、Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
設
立
10
周
年
と
い
う

節
目
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

大
学
院 

Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
１
年
次
生

大
谷
清
太
郎（
８
期
生
）

豊
後
大
野
市
民
病
院

原
田
　
慶（
14
期
生
）



卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
は
、平
成
21
年
に
本
学
を
卒
業

し
、大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
手

術
室
看
護
師
と
し
て
9
年
間
勤
務
し

ま
し
た
。手
術
室
で
は
頭
か
ら
足
の
先

ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
術
が
行
わ

れ
る
た
め
、就
職
1
〜
2
年
目
は
毎
日

の
よ
う
に
解
剖
や
術
式
の
学
習
に
追

わ
れ
る
日
々
で
し
た
。3
年
目
に
は
、

病
院
で
新
た
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た

低
侵
襲
心
臓
手
術
や
植
込
み
型
人
工

補
助
心
臓
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。新
た
な
術
式
で
あ

り
、心
臓
血
管
外
科
の
医
師
や
臨
床
工

学
技
士
と
手
術
手
順
や
使
用
す
る
器

械
を
打
ち
合
わ
せ
る
こ
と
で
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
、手
術
室
ス
タ
ッ
フ
に
周

知
・
浸
透
さ
せ
る
活
動
を
通
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
の
後
も
様
々
な
診
療
科
を
担

当
し
、多
く
の
症
例
を
経
験
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

し
か
し
、手
術
室
で
は
、起
き
て
い

る
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

私
は
平
成
27
年
に
本
学
を
卒
業
後
、

国
立
大
学
法
人
東
京
医
科
歯
科
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
て
看
護
師
と
し

て
３
年
間
勤
務
し
、平
成
30
年
４
月
か

ら
豊
後
大
野
市
民
病
院
で
勤
務
し
て

い
ま
す
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
配
属
さ
れ
、脳
神

経
外
科
や
心
臓
血
管
外
科
を
は
じ
め

と
す
る
侵
襲
の
大
き
な
手
術
後
や
院

内
急
変
後
の
患
者
様
の
看
護
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。初
め
て
病
棟
に
勤
務

し
た
日
に
、気
管
切
開
の
患
者
様
を
み

て
衝
撃
を
受
け
た
の
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。先
輩
か
ら
「
患
者

さ
ん
の
声
に
な
ら
な
い
声
に
気
付
き

看
護
を
す
る
」と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

き
３
年
間
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

大
分
県
版
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
支
援
事
業
を
行
っ
て

糖
尿
病
を
も
つ
男
性
の
豊
か
な
生
を
支
え
る
こ
と

‒

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
よ
り
質
の
高
い
看
護
ケ
ア
の
探
求‒

大
分
県
で
は
中
小
規
模
の
病
院
が
全

体
の
約
9
割
を
占
め
て
お
り
、中
小
規

模
病
院
等
が
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研

究
は
、地
域
の
多
様
な
施
設
の
看
護
管

理
を
高
め
、地
域
連
携
の
推
進
と
質
の

高
い
医
療
の
提
供
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理

者
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
事
業
は
、厚
生
労
働
省
の「
中
小
病

院
看
護
管
理
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

契
機
と
し
て
、大
分
県
立
看
護
科
学
大

学
、大
分
県
看
護
協
会
、大
分
県
が
主
体

と
な
り
、大
分
県
看
護
管
理
者
連
絡
協

議
会
や
大
分
大
学
の
協
力
を
得
て
、大

分
県
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理
者
支

援
協
議
会（
以
下
、協
議
会
と
す
る
）

を
設
置
し
、企
画
運
営
を
行
い
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、大
分
県
の

保
健
所
が
運
営
す
る「
看
護
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」を
基
盤
に
、多
様

な
施
設
の
看
護
管
理
者
へ
本
事
業
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
、協
議
会
か
ら
認
定

看
護
管
理
者
等
の
支
援
を
得
て
、定
期

的
に
会
合
し
、看
護
管
理
の
向
上
に
む

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、大
分
県
豊
肥
地
区

の
看
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多

様
な
施
設
の
看
護
管
理
者
が
、「
看
護
管

理
の
向
上
に
む
け
た
検
討
会（
以
下
、

検
討
会
）」の
も
と
に
集
い
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。
検
討
会
は
、平
成
29
年

9
月
〜
平
成
30
年
2
月
に
毎
月
１
回
、

計
5
回
開
催
さ
れ
、中
小
規
模
病
院
、

老
人
保
健
施
設
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
毎
回
10
〜
16
名
の
看
護
管
理
者

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
に
と
っ
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？

ア
メ
リ
カ
性
情
報
・
教
育
協
議
会
の
創

設
者
で
あ
る
Ｌ
．Ａ
．カ
ー
ケ
ン
ダ
ー
ル
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
人
間
の
身
体
の

一
部
と
し
て
の
性
器
や
性
行
動
の
他
に
、

他
人
と
の
人
間
的
な
つ
な
が
り
や
愛
情
・

友
情
・
融
和
感
・
思
い
や
り
・
包
容
力
な
ど
、

お
よ
そ
人
間
関
係
に
お
け
る
社
会
的
・
心

理
的
側
面
や
、そ
の
背
景
に
あ
る
生
育
環
境

な
ど
を
も
全
て
含
む
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
を
、人
間
を
全

人
的
・
包
括
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
即
ち
、セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
に
対
す
る
看
護
ケ
ア
は
、人
間
の
基
本

的
人
権
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、看
護
師

の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

糖
尿
病
は
、そ
の
病
態
や
療
養
生
活
な
ど

か
ら
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
し
か
し
現
在
、

医
療
シ
ス
テ
ム
、医
療
職
者
の
人
材
教
育
な

ど
の
課
題
が
多
々
存
在
し
、ま
た
、日
本
文

化
に
お
け
る
男
性
優
位
性
や
、性
へ
の
考
え

方
な
ど
か
ら
、男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
関
す
る
問
題
は
表
面
化
し
難
く
、未
だ
そ

の
看
護
ケ
ア
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
糖
尿
病
を
も
つ
男
性
は
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
悩
み
、
特
に
勃

起
障
害
（Erectile D

ysfunction

：
以
下

Ｅ
Ｄ
）に
対
し
て
は
、
医
療
職
者
に
相
談
で

き
ず
に
偽
造
医
薬
品
の
購
入
か
ら
重
大
な

健
康
被
害
に
至
る
危
険
性
を
有
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
海
外
で
は
死
亡
例
も
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、早
急
に
対
処
す
べ
き
課

題
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、糖
尿
病
を
も
つ

成
人
期
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
看

護
ケ
ア
の
質
の
保
証
と
向
上
を
目
指
す
た

め
に
、『
糖
尿
病
を
も
つ
成
人
期
男
性
の
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
看
護
ケ
ア
の
質
評
価
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検
討
会
で
は
、人
材
育
成
に
関
す
る

テ
ー
マ
別
に
看
護
管
理
者
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、組
織
分
析
や
意
見
交
換
を

実
施
、看
護
管
理
の
視
点
や
考
え
方
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。検
討
会
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、高
い
満
足
度
を
得
ら
れ
、
多

様
な
施
設
の
看
護
管
理
の
向
上
に
役
立

つ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

大
分
県
の
看
護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
基
盤
に
看
護
管
理
の
向
上
に
む
け
た

活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、多
様
な
施

設
の
看
護
管
理
を
高
め
る
可
能
性
が
あ

り
そ
う
で
す
。

本
事
業
は
協
議
会
の
企
画
運
営
の
も

と
、各
地
の
保
健
所
を
核
と
し
た
「
看

護
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
成
果
に

繋
が
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
全
国
で
中
小
規
模
病
院
等
看
護
管
理

者
支
援
に
取
り
組
む
際
に
、看
護
の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
平

成
29
年
度
の
成
果
を
も
と
に
平
成
30
年

度
は
大
分
県
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
を
得
て
、多
様
な
施
設
の
看
護

管
理
を
高
め
る
取
り
組
み
を
継
続
し
、

地
域
連
携
の
推
進
と
質
の
高
い
医
療
の

提
供
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

を
と
る
こ
と
は
少
な
く
、看
護
と
は
？

と
悩
む
こ
と
も
経
験
年
数
と
と
も
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、患
者
さ

ん
の
術
後
経
過
な
ど
を
通
し
て
、治
療

が
終
わ
り
地
域
に
戻
ら
れ
た
後
の
生

活
に
も
興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。そ
の

頃
に
、病
院
で
開
か
れ
た
卒
業
生
の
集

い
で
、大
学
院
で
の
Ｎ
Ｐ(

診
療
看
護

師)

教
育
に
つ
い
て
説
明
を
聞
く
機
会

が
あ
り
、自
分
の
悩
み
や
興
味
に
合
致

す
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。手
術
室

と
い
う
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
領
域
か
ら
地

域
看
護
と
い
う
プ
ラ
イ
マ
リ
領
域
へ

の
変
更
で
あ
り
、な
か
な
か
受
験
へ
の

決
心
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、麻
酔

科
の
医
師
の「
話
せ
な
い
状
態
の
患
者

さ
ん
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
て

実
践
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、お
前
な
ら

ど
ん
な
領
域
で
も
や
っ
て
い
け
る

よ
。」と
の
言
葉
で
、受
験
を
決
意
し

ま
し
た
。

今
年
の
4
月
よ
り
、本
学
大
学
院
実

践
者
養
成
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
に
入
学
し
新

た
な
気
持
ち
で
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、ご
縁
が
あ
り
、地
元
で
あ
る

九
重
町
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
看
護

師
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
立
に
関
わ
ら
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。過
疎
化
の
進
む
町

で
あ
り
、医
療
資
源
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
を
感
じ
る
日
々
で
す
。早
く
Ｎ
Ｐ

と
な
り
、生
ま
れ
育
っ
た
町
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
気
持
ち
で
す

基
準（
以
下
、看
護
ケ
ア
の
質
評
価
基
準
）』

を
開
発
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

研
究
し
始
め
て
解
っ
た
こ
と
は
、日
本

で
も
海
外
で
も
、男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
看
護
ケ
ア
を
探
求
す
る
研
究
は
大

変
希
少
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
行

研
究
が
見
当
た
ら
ず
、試
行
錯
誤
の
毎
日
で

し
た
。
そ
の
時
に
心
強
い
力
と
な
っ
た
の

は
、
現
在
全
国
に
６
０
０
名
以
上
存
在
す

る
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
で
し
た
。
糖

尿
病
看
護
認
定
看
護
師
か
ら
豊
か
な
看
護

実
践
の
聞
き
取
り
と
デ
ル
フ
ァ
イ
法
調
査

を
実
施
し
、「
構
造
」「
過
程
」「
成
果
」
３

側
面
か
ら
成
る
看
護
ケ
ア
の
質
評
価
の
基

準
を
開
発
し
ま
し
た
。「
構
造
」は
、セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
看
護
ケ
ア
の
医
療
環
境
や
シ

ス
テ
ム
を
整
え
る
18
評
価
項
目
、「
過
程
」

は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
看
護
実
践
内
容

を
評
価
す
る
27
評
価
項
目
、「
成
果
」は
「
構

造
」「
過
程
」
の
看
護
ケ
ア
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
成
果
を
示
す
19
評
価
項
目
で
す
。

紙
面
の
関
係
上
、内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、ま
た
別
の
機
会
に
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、今
年
か
ら
科
研
費
を
い
た
だ
き
、

全
国
の
医
療
機
関
数
か
所
で
、本
看
護
ケ
ア

の
質
評
価
基
準
の
検
証
を
行
い
ま
す
。
検

証
に
よ
り
看
護
ケ
ア
の
質
評
価
基
準
を
よ

り
洗
練
さ
せ
、糖
尿
病
を
も
つ
男
性
の
豊
か

な
生
を
支
え
る
こ
と
に
寄
与
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、人
工
呼
吸
器
等
の
機

械
類
が
使
用
さ
れ
、鎮
静
に
よ
り
自
ら

の
訴
え
が
出
来
な
い
患
者
様
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
患
者

様
が
ど
の
よ
う
な
事
を
思
い
、ど
の
よ

う
な
援
助
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
把

握
し
ケ
ア
を
実
施
す
る
、或
い
は
医
師

へ
報
告
し
薬
剤
等
の
調
整
を
提
案
す

る
等
で
き
る
の
は
24
時
間
患
者
様
へ

の
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
る
看
護
師
こ

そ
の
強
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
民
病
院
で
は
、整
形
外

科
・
内
科
の
急
性
期
病
棟
で
勤
務
し

て
い
ま
し
た
が
、こ
の
６
月
末
日
に
豊

後
大
野
市
民
病
院
を
退
職
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
青
年
海
外
協
力
隊
に
感
染
症
エ

イ
ズ
対
策
隊
員
と
し
て
、２
０
１
８
年

10
月
よ
り
二
年
間
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
派
遣
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
入
学
年
度
か
ら
看
護
師

教
育
の
強
化
の
為
に
保
健
師
・
助
産
師

は
大
学
院
で
の
教
育
と
な
り
ま
し
た
。

正
直
な
所
保
健
師
の
資
格
が
あ
れ
ば

と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。一
度
臨
床
に

出
て
し
ま
う
と
大
学
院
に
進
学
す
る

こ
と
は
大
き
な
決
断
と
な
る
と
思
い

ま
す
。在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
就
職
・

進
学
に
悩
ん
だ
時
に
は
自
分
の
最
終

目
標
を
頭
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
し
、そ
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
資
格
や
知
識

が
必
要
と
な
る
か
よ
く
考
え
た
上
で

今
後
の
進
路
を
決
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

が
、焦
る
こ
と
な
く
一
つ
一
つ
し
っ
か

り
と
大
学
院
で
学
び
自
分
の
知
識
・
技

術
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
、一
人
で
も
多
く
の
看
護
師

や
後
輩
達
に
Ｎ
Ｐ
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、開
学
20
周

年
、Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
設
立
10
周
年
と
い
う

節
目
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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［お知らせ］

看護ひとくち
メ
モ

熱中症にご注意！

熱中症の予防

熱中症の応急処置

・体調を整える :

・服装に注意 :

・こまめに水分補給：

・しっかり食事：

看科大［12号］クイズ・プレゼント

本学は、創立○○周年を
迎えました。

1．クイズの答え
2．郵便番号
3．住所
4．氏名（年齢）
5．記事のご感想や
　 本学へのご意見

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◯の中に正しい数字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど1～5
までを記載してメール（somu@oita-nhs.ac.jp）
でご応募ください。正解者の中から抽選で3名
様に図書カード（2,000円分）をプレゼントします。

問 題

四つ葉会からのお知らせ
1. 四つ葉会臨時総会の開催について（9月15日）
9月15日（土）に開催される大学創立20周年記

念式典の後、12 時 45 分から四つ葉会の臨時総
会を開催します。臨時総会には当日参加も可能
ですので、会員のみなさまのご参加をお待ちし
ております。当日のタイムスケジュールなどの
詳細は本誌の3ページをご覧ください。また、大
学創立 20周年記念式典に関する封書が届いて
いない方、住所変更のある方は四つ葉会事務局
（yotsuba@gm.oita-nhs.ac.jp）までご連絡くだ
さい。

2. 住所変更がある場合は必ずお届けください
住所変更のご連絡の際 、①お名前（旧姓も）、
②新住所、③卒業年度（もしくは何期生か）、④
職場をお伝えいただけると幸いです。会員数が
1,400名近くなり、同姓同名の方も増えていま
す。以上 4つは、四つ葉会や大学からのお知らせ
が、会員ご本人様のもとへ間違いなく届くため
に必要な情報ですので、ご協力をお願いいたし
ます。

梅雨が明けると、直射日光の強い晴れた日が続き、炎天下
での作業や高温の室内にいることで、熱中症が発生しやすく
なります。また、熱中症のピークは7～8月といわれています。
気温や湿度の高い日には過度の我慢をせず、適度な扇風

機・エアコン使用等により暑さを避け、熱中症を予防しま
しょう。

睡眠不足や風邪気味など、体調の悪いときは炎天下の外出
や運動は控えましょう。

通気性・吸湿性の良い涼しい服装をして、外出時には日傘
や帽子で直射日光を避けましょう。

「のどが渇いた」と感じた時には、すでにかなりの水分不足
になっていることが多いので、のどが渇いたと感じる前に
水分補給をしましょう。
特に運動をするときには時間を決めて定期的に飲み物を
飲むことが大切です。

暑くてもしっかり食事をとり、水分やビタミン、ミネラル
を補給しましょう。
・年齢も考慮に入れて：
発育途中の子どもや、体力が衰え始めた高齢者は熱中症にな
りやすいので年齢を意識して、特に予防を心がけましょう。
・暑さ指数（WBGT）を参考に：
暑さ指数（ＷＢＧＴ）とは熱中症を予防することを目的と
して提案された指標です。外出する際などは事前に確認
し、参考にしましょう。※環境省HPで確認できます。

日陰やクーラーが効いた涼しい環境へ移動し、水分・塩
分を取りましょう。
服をゆるめて風通しをよくしたり、水をかけたり、あお
いだりして体を冷やしましょう。脇の下、両側の首筋、足の
付け根を冷やすと効果的です。
意識がない場合、自力で水が飲めない場合、応急処置を
行っても症状がよくならない場合は、すぐに病院で手当て
を受けるようにしてください。

　熱中症には特徴的な症状がなく、「暑い環境下での体調
不良」はすべて熱中症の可能性があります！

Schedule［スケジュール］

月

月

月

月

月

25日㈯ 大学院入学試験
29日㈬・31日㈮　　  大学院研究計画報告会

5日㈭ 夏期休業修了
6日㈭～11月30日㈮ 成人看護学実習Ⅰ、Ⅱ

小児、母性、精神看護学実習
15日㈯　　　　　　  創立20周年記念式典

看護国際フォーラム（創立20周年記念講演会）
ホームカミングデイ

1日㈪ 後期授業開始

10日㈰ 大学入試センター試行調査（プレテスト）
23日㈮ 特別選抜試験（推薦・社会人）

5日㈬～6日㈭ 卒業研究発表会
7日㈮～21日㈮ 看護アセスメント学実習
24日㈪ 冬期休業開始

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

郵 便 は が き
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【締め切り】8月31日 当日消印有効


